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東京とどの実会 事務局

出
場
、
３
ト
ラ
イ
を
あ
げ
る
活
躍
を
さ
れ
ま
し

た
。
当
時
指
導
さ
れ
て
い
た
の
は
簔
口
先
生
。

北
斗
、
そ
し
て
明
大
ラ
グ
ビ
ー
部
の
先
輩
で
も

あ
り
ま
し
た
。（
簔
口
先
生
は
今
年
、
恩
師
と

し
て
東
京
へ
お
越
し
い
た
だ
く
予
定
で
す
）。

　
２
年
の
秋
に
キ
ャ
プ
テ
ン
に
就
任
、
新
人
戦

で
の
活
躍
が
期
待
さ
れ
ま
し
た
が
、
練
習
中
に

顎
を
骨
折
、
復
帰
ま
で
数
か
月
の
療
養
を
余
儀

な
く
さ
れ
ま
し
た
。
３
年
に
な
り
、
メ
ン
バ
ー

も
充
実
し
、
今
年
は
花
園
へ
、
と
い
う
矢
先
に

今
度
は
部
室
の
ボ
ヤ
騒
ぎ
。
ラ
グ
ビ
ー
部
が
責

任
を
取
ら
さ
れ
、
対
外
試
合
出
場
禁
止
の
憂
き

目
に
あ
い
ま
し
た
。
し
か
し
練
習
は
地
道
に
続

け
て
い
ま
し
た
。
秋
に
は
出
場
が
許
さ
れ
、
そ

の
後
、
破
竹
の
勢
い
で
勝
ち
上
が
り
、
つ
い
に

７
年
ぶ
り
の
全
国
大
会
（
第
52
回
大
会
）
出
場

を
決
め
ま
し
た
。
花
園
で
の
初
戦
の
相
手
は
、

丁
度
そ
の
10
年
前
の
42
回
大
会
決
勝
で
敗
れ
た

因
縁
の
相
手
、
天
理
高
校
。
結
果
は
13
対
12
で

惜
し
く
も
敗
戦
。
こ
の
試
合
は
、
後
半
の
試
合

時
間
が
５
分
短
く
終
わ
る
な
ど
、
疑
問
の
残
る

も
の
で
し
た
の
で
、
新
聞
各
紙
は
北
斗
に
同
情

的
な
記
事
が
多
か
っ
た
よ
う
で
す
。

　
３
年
生
の
夏
、
例
年
の
よ
う
に
明
大
の
北
島

先
生
が
視
察
に
来
ら
れ
、
部
員
一
同
整
列
し
て

い
る
と
、
先
生
が
「
来
年
は
ど
の
子
が
来
る

の
？
」
と
問
わ
れ
、OB
の
方
が
、「
こ
い
つ
で
す
」

と
。
先
生
も
「
そ
う
か
、
山
本
君
か
、
う
ち
に

来
る
の
は
」
と
い
う
こ
と
で
、
他
の
選
択
肢
を

選
ぶ
ま
で
も
な
く
、
明
治
で
ラ
グ
ビ
ー
を
す
る

こ
と
に
決
ま
っ
て
し
ま
っ
た
そ
う
で
す
。

　

明
大
ラ
グ
ビ
ー
部
に
入
る
の
は
、
明
大
そ

の
も
の
に
入
る
よ
り
も
遥
か
に
難
し
い
そ
う

で
す
。
全
国
大
会
出
場
経
験
や
OB
の
推
薦
が
な

い
と
、「
セ
レ
ク
シ
ョ
ン
」
に
参
加
で
き
な
い
。

山
本
さ
ん
は
見
事
に
「
セ
レ
ク
シ
ョ
ン
」
を
通

過
、
明
大
ラ
グ
ビ
ー
部
へ
の
入
部
を
果
た
し
ま

し
た
。
同
ラ
グ
ビ
ー
部
は
百
人
以
上
の
部
員
が

在
籍
、
レ
ギ
ュ
ラ
ー
争
い
は
し
烈
を
極
め
ま
し

た
が
、
山
本
さ
ん
は
３
年
の
夏
に
レ
ギ
ュ
ラ
ー

を
獲
得
、
以
降
、
卒
業
す
る
ま
で
の
全
試
合
に

レ
ギ
ュ
ラ
ー
と
し
て
出
場
さ
れ
ま
し
た
。
授
業

に
は
ほ
と
ん
ど
出
な
か
っ
た
そ
う
で
、
ラ
グ

ビ
ー
一
筋
に
打
ち
込
む
日
々
で
し
た
。

　
大
学
３
年
の
シ
ー
ズ
ン
、
明
大
は
強
力
フ
ォ

ワ
ー
ド
に
加
え
、
松
尾
雄
治
さ
ん
、
山
本
さ
ん

の
充
実
の
バ
ッ
ク
ス
陣
で
連
勝
。
対
抗
戦
は
早

大
と
引
き
分
け
、両
校
優
勝
と
な
り
ま
し
た
が
、
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今
年
は
ワ
ー
ル
ド
カ
ッ
プ
が
日
本

で
初
め
て
開
催
さ
れ
ま
す
。
北
見
北

斗
と
い
え
ば
ラ
グ
ビ
ー
。
そ
こ
で
今

年
の
同
窓
生
紹
介
は
北
見
北
斗
、
明

治
大
学
、
丸
紅
で
ご
活
躍
さ
れ
た
山

本
勉
さ
ん
に
お
話
を
伺
い
ま
し
た
。

　

山
本
さ
ん
の
北
斗
入
学
は
少
し
変

わ
っ
て
い
ま
す
。
受
験
当
時
は
札
幌

に
お
住
ま
い
で
、
札
幌
北
高
校
へ
願

書
提
出
し
て
い
ま
し
た
が
、
お
父
様

の
北
見
転
勤
に
よ
り
、
願
書
編
入
学

で
北
斗
高
校
に
入
学
さ
れ
ま
し
た
。

北
斗
で
は
特
に
運
動
部
に
入
る
つ
も

り
は
な
く
、
放
課
後
に
ぶ
ら
っ
と
グ

ラ
ウ
ン
ド
に
来
て
い
た
と
こ
ろ
を
ラ

グ
ビ
ー
部
の
先
輩
に
「
拉
致
」
さ
れ
、

い
き
な
り
着
替
え
さ
せ
ら
れ
て
練
習

に
引
っ
張
り
出
さ
れ
ま
し
た
。「
君
は

足
が
速
い
ね
ぇ
」
と
誉
め
そ
や
さ
れ
、

ま
た
毎
日
先
輩
に
拉
致
さ
れ
て
、
気

が
付
い
た
ら
ラ
グ
ビ
ー
部
員
に
な
っ

て
い
ま
し
た
。
早
く
も
そ
の
年
の
６

月
の
練
習
試
合
に
は
右
ウ
イ
ン
グ
で
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市
場
移
転
が
終
わ
っ
て
、
落
ち
着
き
そ
う
な

の
に
中
々
落
ち
着
か
な
い
。
で
、
実
際
現
場
は

ど
う
な
っ
て
い
る
の
か
、
一
度
見
て
み
よ
う
！

と
い
う
こ
と
で
企
画
し
ま
し
た
。

　
「
ゆ
り
か
も
め
市
場
前
駅
」
に
集
合
し
ま
す
。

豊
洲
市
場
を
構
成
す
る
巨
大
な
３
つ
の
施
設
、

「
水
産
仲
卸
売
場
棟
」、「
水
産
卸
売
場
棟
」、
そ

し
て
「
青
果
棟
」
を
「
見
学
用
デ
ッ
キ
」
を
早

足
で
移
動
し
な
が
ら
見
学
し
ま
す
。
近
代
的
で

清
潔
で
、〝
市
場
〟
の
イ
メ
ー
ジ
と
は
か
け
離
れ

て
い
る
よ
う
で
す
。

　
「
市
場
前
駅
」
に
戻
り
、「
ゆ
り
か
も
め
」
と

地
下
鉄
有
楽
町
線
を
乗
り
継
い
で
「
新
富
町
駅
」

か
ら
ウ
ォ
ー
キ
ン
グ
を
再
開
し
ま
す
。
築
地
本

願
寺
、
築
地
場
外
市
場
、
波
除
稲
荷
、
か
ち
ど

き
橋
で
隅
田
川
を
渡
り
、
月
島
も
ん
じ
ゃ
ス
ト

リ
ー
ト
、
住
吉
神
社
、
佃
大
橋
で
隅
田
川
を
渡

り
返
し
て
「
新
富
町
」
に
戻
り
ま
す
。
豊
洲
と

は
打
っ
て
変
わ
っ
て
昭
和
情
緒
が
残
る
町
並
み

を
歩
き
ま
す
。
こ
こ
か
ら
地
下
鉄
を
乗
り
継
い

で
総
会
会
場
へ
。
今
年
も
元
気
に
歩
き
通
し
ま

し
ょ
う
！

「
豊
洲
市
場・築
地
か
ら
月
島
、佃
島
を
歩
く
」

今
年
の
散
策
案
内

散策Report
　

半
蔵
門
が
総
会
会
場
だ
っ
た
十
数
年
ほ
ど

前
、
皇
居
に
近
い
立
地
を
生
か
し
て
、
総
会

日
の
午
前
中
「
ミ
ニ
強
行
遠
足
」
が
行
わ
れ

て
お
り
ま
し
た
。
一
周
約
5
㎞
の
皇
居
外
周

を
歩
い
た
り
走
っ
た
り
、
い
か
に
も
「
北
斗

ら
し
い
」
行
事
だ
っ
た
こ
と
を
記
憶
し
て
い

ま
す
。
会
場
が
変
更
に
な
っ
て
「
ミ
ニ
強
行

遠
足
」
が
出
来
な
く
な
っ
た
こ
と
か
ら
始
ま
っ

た
「
都
内
散
策
」
で
す
が
、池
袋
、新
宿
、中
野
、

麹
町
、
市
ヶ
谷
と
総
会
会
場
が
転
々
と
す
る

の
に
合
わ
せ
、
都
内
の
名
所
・
旧
跡
を
訪
ね

歩
き
回
っ
て
い
ま
す
。
思
い
出
話
に
花
を
咲

か
せ
な
が
ら
の
「
散
策
」
は
そ
れ
な
り
に
楽

し
く
、
今
年
（
二
〇
一
八
年
）
で
13
回
目
を

迎
え
ま
し
た
。
走
ら
な
い
の
で
「
北
斗
ら
し

く
な
い
」
の
が
残
念
で
す
が
、
今
年
が
「
平

成
最
後
」
に
な
っ
て
し
ま
い
ま
し
た
。

　

9
時
30
分
、
東
京
メ
ト
ロ
東
西
線
門
前
仲

町
に
集
合
し
た
の
は
、
37
期
半
田
顧
問
以
下

11
名
。
深
川
不
動
尊
を
皮
切
り
に
歩
き
始
め
、

富
岡
八
幡
宮
で
は
、
話
題
は
前
年
末
の
「
事

件
」
で
持
ち
き
り
。
そ
れ
は
さ
て
お
き
、
毎

年
8
月
に
催
さ
れ
る
「
深
川
八
幡
祭
り
」
は

「
神
田
祭
」、「
山
王
祭
」
と
並
ぶ
「
江
戸
三
大

祭
り
」
の
一
つ
で
、
毎
年
大
賑
わ
い
。
ま
た

江
戸
勧
進
相
撲
発
祥
の
地
で
あ
る
こ
と
か
ら

第
68
回
　
東
京
と
ど
の
実
の
集
い

「
深
川
か
ら
清
澄
・
白
河
、
両
国
へ
」
報
告

「
横
綱
力
士
碑
」
を
始
め
、
境
内
に
は
大
相
撲

ゆ
か
り
の
石
碑
が
多
数
建
立
さ
れ
て
い
ま
す
。

祭
り
の
日
は
と
も
か
く
、
そ
れ
以
外
の
日
は

参
拝
客
数
こ
そ
多
い
も
の
の
落
ち
着
い
た
佇

ま
い
を
保
っ
て
い
ま
す
。
首
都
高
速
の
高
架

下
を
く
ぐ
り
抜
け
る
と
「
仙
台
堀
川
」
に
突

き
当
た
り
ま
す
。
お
堀
沿
い
は
数
百
m
に
亘

る
桜
並
木
で
、
桜
の
季
節
に
は
是
非
と
も
訪

れ
た
い
名
所
で
す
。

 

「
清
澄
庭
園
」
手
前
で
饅
頭
を
買
い
ま
す
。
東

京
に
は
所
々
に
和
菓
子
屋
が
あ
っ
て
散
歩
好

き
を
癒
や
し
て
く
れ
ま
す
。
小
名
木
川
手
前

の
白
河
地
区
で
は
、
浴
衣
姿
の
よ
く
肥
え
た

若
者
が
目
立
ち
ま
す
。
こ
の
辺
か
ら
相
撲
部

屋
が
増
え
て
き
て
「
両
国
（
国
技
館
）」
に
近

づ
い
た
こ
と
を
実
感
さ
せ
て
く
れ
ま
す
。
こ

じ
ん
ま
り
し
た
「
芭
蕉
庵
史
跡
庭
園
」
に
は
、

昭
和
47
年
卒　

生
駒
　
篤

芭
蕉
が
観
た
で
あ

ろ
う
隅
田
川
沿
い

の
風
景
を
画
い
た

石
碑
が
並
ん
で
い

ま
す
が
、
今
は
そ

の
時
代
を
偲
ば
せ

る
も
の
は
何
も
あ

り
ま
せ
ん
。
こ
こ

か
ら
隅
田
川
東
岸
の
広
い
遊
歩
道
を
歩
き
ま

す
。
浅
草
と
お
台
場
と
を
結
ぶ
水
上
バ
ス
に

は
乗
客
が
鈴
な
り
で
す
。
堅
川
を
渡
る
と
両

国
。
こ
こ
で
「
赤
穂
浪
士
の
討
ち
入
り
」
で

有
名
な
「
吉
良
邸
跡
」
へ
。
今
は
「
本
所
松

坂
町
公
園
」
と
い
う
ち
っ
ぽ
け
な
公
園
に
な
っ

て
し
ま
い
、
討
ち
入
り
当
時
の
二
五
五
〇
坪

の
「
吉
良
家
上
屋
敷
」
の
面
影
は
あ
り
ま
せ

ん
。「
こ
の
通
り
を
浪
士
達
が
意
気
揚
々
と
歩

い
た
ん
だ
な
」
と
、暫
し
感
慨
に
。
回
向
院
は
、

正
称
「
諸
宗
山
無
縁
寺
回
向
院
」、
別
名
「
本

所
回
向
院
」
と
言
い
、
そ
の
名
の
通
り
、
江

戸
期
の
振
袖
火
事
を
初
め
と
す
る
、
数
々
の

火
事
や
地
震
の
無
縁
仏
や
罪
人
を
弔
い
、
犬

猫
他
動
物
た
ち
の
墓
ま
で
あ
り
ま
す
。

　

大
き
な
交
差
点
を

渡
っ
て
11
時
半
両
国

駅
に
到
着
。
い
い
汗

か
い
た
と
こ
ろ
で
、

総
武
線
の
各
駅
停
車

に
飛
び
乗
り
、
総
会

会
場
の
市
ヶ
谷
へ
と

向
か
い
ま
し
た
。

　

北
見
北
斗
高
校
に
赴
任
し
て
か
ら
３
年
の

う
ち
、
東
京
と
ど
の
実
会
に
は
３
回
出
席
さ

せ
て
い
た
だ
き
、
皆
勤
賞
と
な
り
ま
し
た
。

懇
親
会
が
、
と
て
も
な
ご
や
か
に
す
す
ん
で

い
く
の
で
居
心
地
が
良
い
の
と
、
私
自
身
が

と
ど
の
実
な
の
で
東
京
在
住
の
同
期
に
会
え

る
の
が
楽
し
み
で
出
席
し
て
い
ま
し
た
。

　

小
原
同
窓
会
長
が
北
斗
の
同
期
で
あ
る
こ

と
も
あ
り
、
学
校
と
同
窓
会
が
二
人
三
脚
で

「
現
役
の
生
徒
た
ち
フ
ァ
ー
ス
ト
」
の
支
援

を
目
指
し
て
い
た
３
年
間
で
し
た
。
２
年
目

の
平
成
29
年
に
は
、
ボ
ー
ル
ペ
ン
や
ク
リ
ア

フ
ァ
イ
ル
、
３
年
目
の
平
成
30
年
に
は
「
北

斗
て
ぬ
ぐ
い
」
な
ど
を
持
ち
込
ん
で
寄
付
の

ご
協
力
を
い
た
だ
き
ま
し
た
。
お
陰
様
で
、

海
外
派
遣
事
業
が
充
実
し
て
き
ま
し
た
。
台

湾
サ
イ
エ
ン
ス
研
修
は
、
今
年
は
、
台
湾
の

河
川
水
質
調
査
、
地
質
調
査
な
ど
も
実
施

し
、
北
斗
高
校
で
の
教
育
活
動
と
リ
ン
ク
す

る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。
ま
た
、
今
年
か
ら
、

ア
メ
リ
カ
ボ
ス
ト
ン
研
修
を
実
施
し
て
い
ま

す
。
１
月
の
正
月
明
け
か
ら
12
日
間
ほ
ど
の

短
期
派
遣
で
す
。
午
前
中
に
語
学
研
修
を
し
、

午
後
は
ハ
ー
バ
ー
ド
大
学
、
マ
サ
チ
ュ
ー

セ
ッ
ツ
工
科
大
学
な
ど
を
訪
問
し
、
日
本
人

留
学
生
や
海
外
で
活
躍
す
る
社
会
人
と
座
談

会
を
す
る
な
ど
の
キ
ャ
リ
ア
教
育
の
意
味
合

い
を
も
た
せ
て
い
ま
す
。
校
長
室
で
の
報
告

会
で
の
派
遣
生
徒
達
は
、
目
を
輝
か
せ
自
分

の
言
葉
で
報
告
を
し
て
く
れ
て
一
皮
む
け
た

と
い
う
印
象
で
し
た
。

　

１
月
に
は
、
東
京
と
ど
の
み
会
の
長
谷
川

会
長
に
北
斗
の
生
徒
対
象
に
講
演
を
し
て
い

た
だ
き
ま
し
た
。
絵
本
作
家
に
な
る
過
程
や

苦
労
話
な
ど
キ
ャ
リ
ア
教
育
と
な
る
内
容
で

し
た
。
放
課
後
に
は
、
図
書
室
で
希
望
生
徒

と
座
談
会
ま
で
し
て
い
た
だ
き
生
徒
に
と
っ

て
意
義
の
あ
る
一
日
と
な
り
ま
し
た
。
あ
り

が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

　

最
後
に
な
り
ま
す
が
、「
東
京
と
ど
の
実

会
」
の
会
員
の
皆
様
の
ま
す
ま
す
の
ご
健

勝
と
ご
活
躍
を
心
か
ら
お
祈
り
申
し
上
げ
ま

す
。
今
年
度
で
私
は
退
職
と
な
り
ま
す
が
、

３
年
間
大
変
お
世
話
に
な
り
ま
し
た
。

北
見
北
斗
高
校
校
長
退
職
に
当
た
っ
て
の
ご
挨
拶

お
世
話
に
な
り
ま
し
た

北
見
北
斗
高
校
　
校
長　

渡
部
　
道
博
先
生

波除稲荷（上）、築地場外市場（下）

グ
ビ
ー
と
二
足
の
草
鞋
を
履
き
な
が
ら
、
弱
小

チ
ー
ム
を
強
化
、
関
東
社
会
人
ラ
グ
ビ
ー
2
部

で
優
勝
し
、
1
部
に
昇
格
し
ま
し
た
。
更
に
数

年
後
、
東
芝
府
中
や
東
京
三
洋
な
ど
の
そ
う
そ

う
た
る
チ
ー
ム
の
中
で
3
位
ま
で
上
り
詰
め
ま

し
た
。
監
督
、
部
長
を
歴
任
さ
れ
た
後
、
海
外

赴
任
を
契
機
に
ラ
グ
ビ
ー
活
動
か
ら
退
き
海
外

で
の
業
務
に
専
念
、
二
〇
〇
一
年
の
米
国
同
時

多
発
テ
ロ
の
時
に
は
ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
に
駐
在
さ

れ
て
い
て
、
惨
劇
を
目
の
当
た
り
に
し
た
そ
う

で
す
。

　
こ
の
間
、
胃
が
ん
を
患
い
、

手
術
を
す
る
な
ど
大
変
な
時

期
も
あ
っ
た
そ
う
で
す
が
、

2
回
目
の
ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
赴

任
か
ら
帰
国
後
、
執
行
役
員

に
任
命
さ
れ
、
丸
紅
名
古
屋

支
社
長
、
グ
ル
ー
プ
事
業
会

社
社
長
等
を
歴
任
さ
れ
、
昨

年
退
任
、
退
職
さ
れ
ま
し
た
。

　

イ
ン
タ
ビ
ュ
ー
の
最
後

に
、
今
の
北
斗
ラ
グ
ビ
ー
部

へ
の
エ
ー
ル
を
お
願
い
し
た

と
こ
ろ
、
ズ
バ
リ
「
情
熱
と

努
力
が
足
り
な
い
。
北
斗
は

頭
も
い
い
し
、
も
っ
と
努
力

で
き
る
は
ず
だ
し
、
努
力
す

れ
ば
必
ず
道
は
拓
け
る
（
全

国
大
会
に
も
出
場
で
き
る

し
、
そ
の
上
に
も
行
け
る
）。」

と
い
う
叱
咤
激
励
の
言
葉
を

頂
き
ま
し
た
。

大
学
選
手
権
で
は
早
大
を
圧
倒
し
、
優
勝
。
そ

の
勢
い
の
ま
ま
、
日
本
選
手
権
へ
。
三
菱
自
工

京
都
と
対
決
、山
本
さ
ん
は
２
ト
ラ
イ
を
挙
げ
、

こ
れ
を
撃
破
し
て
優
勝
。
明
大
唯
一
の
日
本
選

手
権
獲
得
に
大
い
に
貢
献
し
ま
し
た
。

　
そ
の
後
、
昭
和
52
年
に
明
大
を
卒
業
、
総
合

商
社
の
丸
紅
に
、
北
斗
、
明
大
ラ
グ
ビ
ー
部
の

先
輩
で
あ
る
宮
井
さ
ん
の
推
薦
で
入
社
さ
れ
ま

し
た
。
入
社
後
は
、
平
日
は
仕
事
、
週
末
は
ラ

山
本
勉
氏
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー
の
つ
づ
き

日本一になった対三菱自工京都でのトライ（昭和51年1月）　写真提供／産経新聞社
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68 回東京とどの実会の集いは、平成30 年6 月23 日（土）
13:00 からアルカディア市ヶ谷にて開催されました。

来賓として北見北斗高校の渡部校長先生（昭和52 年卒）をは
じめ、北見のとどの実会会長、東京もいわ会会長、かしわ会東
京支部長及び昭和24 年卒から平成14 年卒までの会員の方々
111 名が集いました。今年の当番司会である田上博志さん、山
口景子さん（共に昭和50 年卒）の開会宣言で始まった総会は、
松浦宏幸さん（昭和41 年卒）のリードで校歌斉唱に続き、こ
の一年で故人となられた方々に黙祷を捧げました。長谷川知
子会長（昭和40 年卒）の挨拶の後は、前田幹事長代理（昭和40
年卒）による活動報告、吉見じゅり会計担当（昭和56 年卒）か
ら会計報告、馬場監査担当（昭和34 年卒）から監査報告、最後
に前田幹事長代理から新役員が紹介され満場一致で承認され
ました。続く懇親会では、北見からのご来賓である渡部校長先
生（昭和52 年卒）、小原とどの実会会長（昭和52 年卒）よりご
挨拶をいただき、ご来賓の紹介、渡邊範道さん（昭和59 年卒）
の乾杯の音頭で終始和やかな語らいの場となりました。恒例

となった集いの前に行われる散
策については、生駒篤副会長（昭
和47 年卒）より報告（深川から両
国、初夏の江戸歴史探索）があり、
その後、昨年のピョンチャンオリ
ンピックでカーリング競技に日
本代表選手として活躍された平
田洸介さん（平成23 年卒）からオ
リンピック参加報告及び今後の
抱負について話していただきま
した。また、各卒業年別の写真撮
影と続いた会は北見北斗高校第
一応援歌と「今日の日はさよう
なら」を全員で合唱した後、来年
の当番である鎌田哲生さん（昭
和61 年卒）の中締めで来年を期し
てめでたく散会となりました。

第68回
「東京とどの実会」

監査報告　馬場正孝さん（昭和34年卒）
村田由美子さん（昭39年卒）

司会　田上博志さん、山口景子さん
（昭和50年卒）

活動報告　前田幹事長代理（昭和40年卒）

来賓・渡部校長先生（昭和52年卒）

校歌斉唱　松浦宏幸さん（昭和41年卒）
松浦さんは昨年11月急逝されました。

来賓・小原とどの実会会長（昭和52年卒）会長　長谷川知子さん（昭和40年卒） ゲスト　平田洸介さん（平成23年卒）

30〜34年卒 37年卒

ゲスト平田洸介さんとご来賓のみなさま

38〜39年卒

24〜28年卒

43年卒 44〜46年卒

41〜42年卒40年卒

52〜58年卒 59〜77年卒50年卒

47〜48年卒

第

世代ごとの集合写真

歓談

散策報告　生駒篤さん
（昭和47年卒）

中締め　鎌田哲生さん（昭和61年卒）

乾杯　渡邊範道さん
（昭和59年卒）
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昨
年
（
二
〇
一
八
年
）
10
月
14
日
～
15
日

に
、43
期
普
通
科
の
卒
業
50
周
年
同
期
会
が
、

北
見
の
温
根
湯
温
泉
で
開
催
さ
れ
ま
し
た

（
商
業
科
は
８
月
に
開
催
済
）。
北
見
在
住
の

吉
田
勝
次
郎
君
以
下
幹
事
の
努
力
も
あ
り
、

地
元
北
見
、
関
西
、
東
北
、
札
幌
等
か
ら

多
く
が
参
集
、
勿
論
東
京
と
ど
の
実
会
か

ら
も
66
人
参
加
の
盛
会
と
な
り
ま
し
た
。

　

担
任
の
後
藤
先
生
（
化
学
）
も
会
場
に

お
見
え
に
な
り
、
浅
野
先
生
（
国
語
）
に

は
泊
ま
り
が
け
宴
会
に
も
ご
出
席
い
た
だ

き
ま
し
た
。
関
西
在
住
の
岡
田
先
生
（
世

界
史
）
は
、
足
が
悪
い
と
い
う
こ
と
で
出

席
い
た
だ
け
ま
せ
ん
で
し
た
が
、
お
い
し

い
清
酒
の
差
し
入
れ
を
い
た
だ
き
ま
し
た
。

恩
師
に
感
謝
で
す
。

　
同
期
会
は
、加
藤
ケ
イ
子
さ
ん
司
会
の
下
、

ま
ず
東
相
内
で
住
職
を
し
て
い
る
小
川
香

潤
君
に
、
同
期
物
故
者
の
法
要
を
営
ん
で

い
た
だ
く
こ
と
か
ら
ス
タ
ー
ト
。
そ
の
後
、

昭
和
43
年
卒
　
木
村
　
篤

43
期
　
卒
業
50
周
年

　
　
　
　
同
期
会
開
催

近
況
報
告
、
旧
知
の
皆
と
夜
中
ま
で
語
ら

い
合
う
楽
し
い
も
の
に
な
り
ま
し
た
。
同

期
会
の
写
真
に
は
、
東
京
と
ど
の
実
会
で

活
躍
、
惜
し
く
も
昨
年
亡
く
な
っ
た
作
田

英
二
君
も
入
っ
て
い
ま
す
。
も
う
一
人
は
、

北
光
社
の
歴
史
な
ど
を
ま
と
め
た
橋
爪
実

君
。
良
き
人
は
早
く
亡
く
な
る
の
か
も
。

　

15
日
に
は
、
16
名
が
母
校
を
訪
れ
、
優

秀
な
後
輩
達
の
授
業
な
ど
を
参
観（
ジ
ャ
マ
）

し
ま
し
た
。

　

43
期
は
、
本
年
か
ら
来
年
に
か
け
、
古

お
よ
せ
い
た
だ
い
た
近
況
か
ら

初
め
て
の
個
展

昭
和
48
年
卒
　
矢
萩
　
典
行

還
暦
を
祝
い
、

温
根
湯
温
泉
に
集
合
！

昭
和
52
年
卒
　
引
地
　
聰

　

首
都
圏
に
住
ん
で
い
る
52
期
は
年
に
１

～
２
回
、
同
期
会
を
行
っ
て
い
ま
す
。
総

会
の
後
や
北
見
か
ら
上
京
者
が
あ
る
時
な

ど
を
利
用
し
て
開
催
し
て
い
ま
す
。

　

平
成
30
年
度
は
我
々
52
期
に
と
っ
て
は

還
暦
を
迎
え
る
年
と
い
う
こ
と
で
、
昨
年

の
会
報
で
も
触
れ
ま
し
た
よ
う
に
、
昨
年

10
月
20
日
に
温
根
湯
温
泉
大
江
本
家
に
て

1
泊
2
日
で
同
期
会
を
開
催
し
ま
し
た
。

　

当
日
は
北
見
だ
け
で
な
く
、
札
幌
や
東

京
の
同
期
、
38
名
が
参
加
し
ま
し
た
。
と

ど
の
実
会
会
長
の
小
原
氏
の
あ
い
さ
つ
の

後
、
北
見
北
斗
高
校
校
長
（
当
時
）
渡
部

氏
の
乾
杯
の
音
頭
で
宴
会
が
始
ま
り
ま
し

た
。
昔
話
に
花
を
咲
か
せ
た
り
、
今
の
状

況
を
確
認
し
あ
っ
た
り
、
退
職
後
の
人
生

に
つ
い
て
語
っ
た
り
と
、
様
々
な
話
題
で

大
い
に
盛
り
上
が
り
ま
し
た
。

　

そ
の
後
、
会
場
を
移
し
て
の
二
次
会
、

部
屋
で
の
三
次
会
と
夜
の
更
け
る
の
も
忘

れ
て
、旧
交
を
温
め
、還
暦
を
祝
い
ま
し
た
。

　

翌
朝
、
3
年
後
の
再
会
を
誓
っ
て
、
お

開
き
と
な
り
ま
し
た
。

50周年同期会、北見の温根湯温泉で開催

　
48
期
2
組
は
絵
画
の
伊
藤
く
ん
、
フ
ラ
メ

ン
コ
の
岡
本
さ
ん
ら
の
ア
ー
テ
ィ
ス
ト
が

い
ま
す
。
デ
ザ
イ
ナ
ー
と
陶
芸
の
2
足
の

わ
ら
じ
で
や
っ
て
き
た
私
も
、
負
け
じ
と

昨
年
12
月
に
64
歳
に
し
て
初
め
て
の
個
展

（
陶
芸
）
を
20
年
以
上
住
ん
で
い
る
川
越
で

開
き
ま
し
た
。
と
ど
の
実
の
HP
と
FB
で
も

紹
介
い
た
だ
き
、
諸
先
輩
や
同
期
、
後
輩

の
人
た
ち
が
た
く
さ
ん
来
て
く
れ
ま
し
た
。

こ
の
歳
に
な
っ
て
人
と
の
繋
が
り
、
母
校

の
あ
り
が
た
み
を
再
認
識
し
ま
し
た
。

　

前
回
の
還
暦
同
期
会
か
ら
早
４
年
、
今

年
も
ホ
テ
ル
黒
部
で
8
月
に
同
期
会
が
開

か
れ
ま
す
。
そ
れ
に
合
わ
せ
て
、
ま
た
伊

藤
君
と
二
人
展
を
開
か
せ
て
も
ら
お
う
と

企
ん
で
い
ま
す
。

同期のみんなと

42期広川さんご夫妻

希
を
迎
え
ま
す
。
益
々
元
気
に
遊
ん
で
い
く

決
意
の
43
期
か
ら
の
楽
し
い
50
周
年
同
期
会

報
告
で
し
た
。

温
根
湯
温
泉
大
江
本
家
に
て

　
清
水
真
規
（
66
期
）

　

も
う
東
京
に
移
り
住
ん
で
20
年
以
上
に

な
り
ま
す
が
、
会
社
の
先
輩
で
あ
り
北
斗

の
同
窓
で
も
あ
る
先
輩
よ
り
突
然
の
お

誘
い
を
受
け
、
東
京
と
ど
の
実
会
の
存
在

を
初
め
て
知
り
ま
し
た
。
期
待
と
若
干
の

戸
惑
い
の
中
、
参
加
し
て
み
て
ビ
ッ
ク
リ

し
た
の
は
、
想
像
し
て
い
た
以
上
に
大
先

輩
の
方
々
が
多
く
、
45
歳
の
私
が
圧
倒
的

な
若
輩
で
あ
っ
た
こ
と
で
す
。
現
在
勤
務

し
て
い
る
会
社
の
中
で
は
ベ
テ
ラ
ン
と
し

て
若
手
の
指
導
を
し
て
い
る
身
で
す
が
、

久
々
に
身
が
引
き
締
ま
る
思
い
が
し
ま
し

た
。
大
先
輩
は
と
て
も
や
さ
し
く
、
気
さ

く
な
方
ば
か
り
で
、
北
見
北
斗
高
校
卒
業

生
の
懐
の
深
さ
を
感
じ
る
と
と
も
に
、
誇

ら
し
く
思
い
ま
し
た
。
ま
た
、
お
話
を
伺

う
と
、
現
在
も
重
要
な
役
割
を
も
っ
て
社

会
で
ご
活
躍
さ
れ
て
い
る
方
が
多
く
、
後

輩
と
し
て
嬉
し
く
感
じ
ま
し
た
。
今
回
、

初
め
て
東
京
と
ど
の
実
会
の
仲
間
に
入
れ

て
い
た
だ
き
ま
し
た
が
、
こ
の
出
会
い
を

大
切
に
し
、
同
郷
の
輪
を
広
げ
た
い
と

思
っ
て
お
り
ま
す
。
ど
う
ぞ
よ
ろ
し
く
お

願
い
い
た
し
ま
す
。

　
三
好
真
理
子
（
77
期
）

　

二
〇
一
八
年
の
3
月
頃
、
久
々
に
お
会

い
し
た
北
斗
の
先
輩
か
ら
こ
の
会
の
存
在

を
教
え
て
頂
き
、
初
め
て
参
加
さ
せ
て
頂

き
ま
し
た
。
会
場
に
足
を
踏
み
入
れ
る
と

周
り
は
大
先
輩
ば
か
り
で
、
場
違
い
か
も

し
れ
な
い
と
緊
張
感
が
高
ま
っ
た
の
が
正

直
な
と
こ
ろ
で
し
た
。
し
か
し
、
会
が
始

ま
っ
て
み
る
と
不
安
は
す
ぐ
に
消
え
去
り

ま
し
た
。
優
し
い
先
輩
方
が
気
さ
く
に
話

し
掛
け
て
仲
間
に
入
れ
て
下
さ
り
、
お
酒

を
交
わ
し
な
が
ら
と
て
も
楽
し
い
時
間
を

過
ご
さ
せ
て
頂
き
ま
し
た
。

　

会
の
途
中
で
は
、
全
員
で
の
校
歌
斉
唱

と
、
飛
び
入
り
で
の
応
援
歌
斉
唱
が
あ
り

ま
し
た
。
母
校
の
歌
を
こ
れ
だ
け
様
々
な

方
と
共
有
し
て
い
る
事
実
と
、
体
に
染
み

付
い
て
い
る
の
か
、
卒
業
以
来
に
も
拘
ら

ず
、
自
然
と
口
か
ら
歌
詞
が
出
て
き
て
、

嬉
し
さ
と
懐
か
し
さ
で
思
わ
ず
気
持
ち
が

高
ぶ
り
ま
し
た
。

　

こ
れ
だ
け
の
広
く
の
年
代
の
方
と
、
利

害
関
係
を
越
え
て
人
と
人
と
の
つ
な
が
り

を
享
受
で
き
る
貴
重
な
場
で
し
た
。
こ
れ

を
機
会
に
も
っ
と
深
く
多
く
の
同
窓
生
と

繋
が
れ
た
ら
嬉
し
く
思
い
ま
す
。

総
会
初
参
加
印
象
記

昨
年
の
総
会
に
初
め
て
参
加
し
た
お
二
人

に
、
そ
の
印
象
を
語
っ
て
頂
き
ま
し
た
。

初参加の皆さん（左から清水さん、平田さん、三好さん）
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記後集編
・山本さんのインタビュー後にも色々なお話を伺うこ
とができましたが、お聞きしているうちに、伝教大
師最澄の「一隅を照らす」という言葉を思い出しま
した。与えられた場所や役割において一生懸命、誠
実に努力し成果を上げる（人材）、というような意
味だったと思いますが、様々な修羅場を潜り抜け、
成功された山本さんの人生と重なりました。（S.H）

・同級生ということもあり、巻頭記事の、山本勉氏の
インタビューに同席しました。私も知らない話がた
くさん聞けて楽しいひと時でした。勉強の話、部活（ラ
グビー）の話、仕事の話でも紙面では書ききれない（書
けない）ことがたくさんあります。ご興味のある方
は今年の東京とどの実会総会で直接本人からお聞き
ください。（N.Y）思い出の写真、募集します。

東
京
と
ど
の
実
会
役
員

　
　
　
　
　
（
平
成
30
年
度
〜
31
年
度
）

名
誉
会
長　
昭
24
年
卒　
桂　
教
夫

相
談
役　
　
昭
26
年
卒　
小
山
内　
清
孝

会　
長　
　
昭
40
年
卒　
長
谷
川　
知
子

副
会
長　
　
昭
42
年
卒　
広
川　
正
三

　

　々
　
　
昭
44
年
卒　
角　
　
諭

　

　々
　
　
昭
47
年
卒　
生
駒　
篤

幹
事
長　
　
昭
50
年
卒　
田
上　
博
志

副
幹
事
長　
昭
52
年
卒　
引
地　
聰

　

　々
　
　
昭
53
年
卒　
渡
辺　
由
紀
子

副
幹
事
長　
昭
59
年
卒　
渡
邊　
範
道

　

　々
　
　
昭
61
年
卒　
鎌
田　
哲
生

会　
計　
　
昭
56
年
卒　
吉
見　
じ
ゅ
り

監　
査　
　
昭
34
年
卒　
馬
場　
正
孝

　

　々
　
　
昭
39
年
卒　
村
田　
由
美
子

顧　
問　
　
昭
27
年
卒　
宮
井　
国
夫

　

　々
　
　
昭
37
年
卒　
半
田　
護

幹　
事　
　
昭
40
年
卒　
石
渡　
俊
弘

　

　々
　
　
昭
40
年
卒　
前
田　
良
三

　

　々
　
　
昭
42
年
卒　
平
澤　
芳
樹

　

　々
　
　
昭
43
年
卒　
池
田　
順
子

　

　々
　
　
昭
43
年
卒　
木
村　
篤

幹　
事　
　
昭
44
年
卒　
井
上　
順
治

　

　々
　
　
昭
45
年
卒　
岡
田　
光
弘

　

　々
　
　
昭
45
年
卒　
池
田　
好
美

　

　々
　
　
昭
46
年
卒　
松
田　
寛

　

　々
　
　
昭
48
年
卒　
矢
萩　
典
行

　

　々
　
　
昭
49
年
卒　
伊
東　
千
鶴
子

　

　々
　
　
昭
50
年
卒　
村
上　
幸
子

　

　々
　
　
昭
55
年
卒　
立
崎　
幸
子

　

　々
　
　
昭
58
年
卒　
大
場　
伸
子

　

　々
　
　
昭
59
年
卒　
久
保　
依
子

　

　々
　
　
昭
59
年
卒　
柳
田　
美
和

　科　目

前期繰越金

年会費収入

総会費収入

寄付金収入

預金利息

　金　額

1,655,204

540,000

833,000

123,000
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　科　目

会合費

印刷費

消耗品費

通信交通費

支払手数料

総会費

渉外費

次期繰越金

　金　額

15,732

270,372

12,055

177,983

24,950

898,737

 49,720

 1,701,667

合計 合計3,151,217 3,151,217

収入の部 支出の部

平成 29 年度会計報告書
自　29年4月１日　至　30年3月31日

東京とどの実会		
●会員数　　　1,162 人	 　2018 年 12 月 31 日現在
　会費納入数　  256 人	 　2019 年 3 月 31 日現在
●総会出席者数		
　2016 年　　　 141 人	 　スクワール麹町
　2017 年　　　 125 人	 　アルカディア市ケ谷
　2018 年　　　 106 人	 　アルカディア市ケ谷

思い出の写真（昭和 52 年卒から、文化祭仮装行列）

昭
和
18
年
卒　

 

梅
谷　
潤

昭
和
20
年
卒 　
小
林　
健
次
郎

昭
和
23
年
卒 　
仁
木　
和
三
郎

昭
和
24
年
卒 　
河
口　
清
擴

昭
和
26
年
卒 　
野
崎　
啓

昭
和
27
年
卒 　
河
村　
隆

昭
和
28
年
卒 　
塚
本　
法
實

昭
和
28
年
卒 　
長
谷
川　
嶺
子

昭
和
28
年
卒 　
山
口　
ふ
さ
子

昭
和
37
年
卒 　
戸
田　
洋
樹

昭
和
37
年
卒 　
松
田　
達

昭
和
37
年
卒 　
森
本　
紀
子

昭
和
38
年
卒 　
鹿
野
内　
直
之

昭
和
38
年
卒 　
近
藤　
倬
美

昭
和
40
年
卒 　
鈴
木　
光
二

昭
和
41
年
卒 　
松
浦  

宏
幸

昭
和
41
年
卒 　
吉
村  

秀
幸

昭
和
42
年
卒 　
小
林　
光
一

昭
和
42
年
卒 　
須
藤　
賢
一

昭
和
43
年
卒 　
作
田　
英
二

昭
和
44
年
卒 　
武
田  

芳
一

昭
和
61
年
卒 　
星　
圭
一

（
敬
称
略
）

お
亡
く
な
り
に
な
っ
た
方　
（
二
〇
一
八
年
）

ご
冥
福
を
お
祈
り
い
た
し
ま
す
。


